
メンブトン 20％注は　　　　　　　　　　　　  
消化酵素の分泌量増加で消化不良 *を改善します

＊胃腸カタル、第一胃食滞（牛）、単純性下痢症（豚）による消化不良 /消化障害

　　　　　 [ 牛 ]　　　　　　　　　　　　    [ 豚 ]
　 　体重　　　    投与量　　　　　    体重　　　　投与量
　　50kg　　　　2.5ｍL　　　　　    10kg　　　    1.0ｍL
　   100kg　　　   5.0ｍL　　　　　　30kg　　　　3.0ｍL
       600kg　　　    30ｍL　　　　　　60kg　　　　5.0ｍL
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添付文書はこちら▶



メンブトン２０％注が
                   選ばれる理由
メンブトン２０％注が
                   選ばれる理由
1 2濃縮タイプで投与量 “減”

　20％濃度の製剤にすることで従来品と
比較して投与量が半減し、投与時の動物
や獣医師の負担を
軽減します。

無痛化剤配合

　アニマルウェルフェアに配慮して、
無痛化剤を配合しました。注射時の
痛みを抑える処方
設計をしています。

「第一胃食滞」でのメンブトン製剤使用報告
【治療方法】
第一胃食帯と診断された牛 7頭（1齢～ 7齢、計 7頭）にメンブトン 4g（製品として
20ｍL）を 1日 1回（最大 3日間）、深部筋肉内投与した。　　

【効果判定】
下記症状の軽減、回復を総合的に判断した。
[反芻・曖気反射・食欲・第一胃運動・腹部打診・活力 ]

【結果】

最大 3回の投与で第一胃食帯の改善が見られた。　　　　獣畜新報 , No.672（1977）

顕著
57％
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やや有効 0％, 無効 0％
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